
下田市と静岡法務局は下田地方合同庁舎を津波・水害時に緊

急避難施設として使用する協定を結びました。合同庁舎は今年

7月から4か月かけて緊急避難場所として整備され、高台の少な

い西本郷地区にとっては心強い味方となりました。

長年にわたり統計調査において優れた功績を挙げたとして、

調査員の清野富美子さんが、受賞しました。「今まで続けて

こられたのは家族の支えと調査先での優しい一言」、とのこと。

これからもますますのご活躍に期待しています。

平成25年度静岡県統計功労者表彰

旧車両配備から25年が経過した下田市消防団第2分団第3

部（蓮台寺・大沢地区）に新しいポンプ車が配備されました。

空気の乾燥する季節はまだまだ続きます。就寝前の火の元

の確認をよろしくお願いします。

新しいポンプ車が配備されました
地域防災訓練が自主防災会を中心に行われ、災害ボラン

ティアコーディネーターや看護協会、下田警察署、下田消防

署、消防団等の協力のもと、炊き出し訓練や、可搬ポンプの

操作等、多彩な訓練に取り組みました。

合同庁舎が避難ビルになりました

7,009人が地域防災訓練に参加

月
の
で
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と
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ままちのまちのトトピピッッククススままちのまちのトトピピッッククスス

広報しもだ ２０１４.１月号 －８－

この日、退任される民生委員児童委員の感謝状贈呈式が行わ

れました。なかでも、天野?玄さんは45年間民生委員児童委員を

務め、静岡県民児協会長、全国民児協会長を歴任し、市のみな

らず全国の地域福祉向上に寄与されました。

長い間お疲れさまでした
県のモデル事業として3か月間生活習慣を見直し、元気で

快適な生活を目指す教室が終了しました。市内の40～60代

の方が参加し、「毎日の体重、歩数などを記録することによ

り、健康の意識が高まった」などの声が聞かれました。

ふじ33プログラム運動教室が終了しました

1日 地域防災訓練

2日 民生委員児童委員委嘱状伝達式

3日 第65回人権週間啓発活動

障害者週間街頭キャンペーン

5～12日 12月定例議会

7日 ごみひろいしましょ

12日 男女共同参画地域実践活動推進セミナー

14日 アロエの花まつり（1月13日まで）

15～31日 年末の交通安全県民運動

20日 水仙まつり（1月31日まで）

－９－ 広報しもだ ２０１４.１月号

＊納期内に納めましょう。

＊納税は便利な口座振替で

＊口座振替は残高確認を！

１月の納税

市県民税 4期

国民健康保険税 9期

介護保険料（普徴） 7期

後期高齢者保険料（普徴） 6期

（納期は1月31日）
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